
映像IoTは、IPカメラとエッジコンピュータを組み合わせることで⾼解像度・⾼時間分解能の映像を取得するシ
ステムです。NICTではこれを⾃然環境や都市のモニタリングに活⽤しています。防災・減災のための対象検知に
は、通信環境や処理能⼒に応じてエッジ側かクラウド側で画像処理を⾏い、映像IoTを活⽤した⾼性能な映像伝送
と解析を実現します。

概要

システム構成例
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（オブジェクトの軌跡）

⾊

映像から抽出したOptical flow情報と⾊情報を利⽤し、
⼀定⽅向に空間・時間的に移動する物体を「煙」として検出

（⾞両等の移動物体との識別が可能）

K. Kikuta, K.T.Murata, Y. Murakami, “A Daytime Smoke Detection Method Based on Variances of Optical Flow 
and Characteristics of HSV Color on Footage from Outdoor Camera in Urban City,” Fire Technology, 2024.

Optical flowの分散

煙検出後、対象領域に
⾃動でズーム

サーバOptical flow処理

エッジ（カメラ側）でのPTZ操作

噴煙検出

サーバOptical flow処理
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サーバ

雲は検出せず、
噴煙領域のみを抽出

菊田 和孝, 村田 健史, 西村 太志, ”映像IoT技術と画像解析による桜島モニタリング” , 日本火山学会2024年度秋季大会, 
北海道立道民活動センター, 日本, Oct,16-18, 2024.

⻑所：⼩型・データ通信不要
短所：計算能⼒が乏しい

⻑所：計算能⼒が⾼い
短所：データ通信コスト

候補となった映像のみサーバへ伝送

⼭⽕事等によって発⽣した煙を検出
煙検出

⼩規模噴⽕を検出、詳細な⽕⼭活動の監視へ

検出率(再現率)
92%

(既存⼿法: 86%)

クラウドへの
伝送量削減

97%

PTZカメラ

波浪検出
護岸の波浪⾼さを検出、⾼潮を検知

国土交通省 北陸地方整備局 河川砂防技術研究開発 革新的河川技術部門 委託開発
「海岸堤防・護岸におけるリアルタイム波浪うちあげ高観測手法の開発（その２）」

映像IoTデータの可視化

サーバOptical flow処理

エッジで処理可能な
軽量演算（フレーム差分検
出）によって候補抽出

PTZ
（パン・チルト・
ズーム）カメラ

防波堤映像


